
旅行じゃなくて農業しない？



5 0 か 所 以 上 の 農 家 さ ん を 訪 問

２



29
歳以
下

30
~3
9

40
~4
9

50
~5
9

60
~6
9

70
歳以
上

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

⽇ 本 の 農 業 の 問 題

基幹的農業従事者数の年齢構成
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⽇本の農村漁村を
知ってほしい



半農半X型農業ワーケーション

午前は農業 午後は⾃由



コ ロ ナ の 影 響 で ワ ー ケ ー シ ョ ン 需 要 の 増 加

ワーケーション
市場は今後も
右肩上がり

２０２５年には４０００億の市場になると予想されている。
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ワ ー ケ ー シ ョ ン の 課 題

⾼ い
1 泊 あ た り 1 万 〜 2 万



の の の （ N o 農 � N o � L i f e ） の 魅 ⼒

⼀ 律 7 , 7 0 0 円 で
2 週 間 ま で 何 泊 で も ！



参加者農家

2週間まで⼀律7,700円

宿泊場所＆Wi-Fi環境

参加者はお⼿伝いとして４時間農作業をし、農家さんはそれに対する報酬は⼀切発⽣しない
代わりに宿泊場所とテレワークできる環境を⽤意します。

3〜4時間/⽇のおてつだい

550円/⽇⼈の利⽤料

マッチング



タ ー ゲ ッ ト

農業をしたい
ニーズは
どの世代も⾼い！

思う 思わない どちらともいえない
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全体

「あなたは農作業体験をしたいと思いますか？」

（資料）平成27年度第2回インターネット都政モニターアンケート結果「東京の農業」2015/8/10東京都⽣活⽂化局



タ ー ゲ ッ ト の 課 題

仕⽅がわからない

ガチでやるほどでもない

機会がない



農業 × Ｘ



農業 × 観 光



農業 × 仕 事



農業 × 授 業



農業 × 研 修



農業 × アート



農業 × エンタメ



農業 × 可能性



「 農 」 へ の 仕 切 り を
� � � � � 限 り な く 低 く す る

N o 農 N o L i f e の 理 念



都市から農村へ
新たな⼈の流れを創造



実 績

提 携 農 家 7 0 件
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⼭形県鶴岡市





北海道弟⼦屈町

酪農酪農







北海道島牧村







正 確 な マ ッ チ ン グ を ⾏ う た め の サ イ ト 情 報

①農家さん基礎情報
②ののの
スケジュール

③参加条件
宿泊場所情報

④地域の観光名所 ⑤レビュー機能



実 績

累 計 参 加 者 3 0 0 ⼈ 突 破
満 ⾜ 度 農 家 と 利 ⽤ 者 共 に 5 点 満 点 中 平 均 4 . 5 以 上



農 家 さ ん に と っ て の ⾦ 銭 的 メ リ ッ ト

1 週 間 1 ⼈ の 受 け ⼊ れ で
1 0 , 0 0 0 円 〜 5 4 , 6 0 0 円

1 カ ⽉ で
4 0 , 0 0 0 円 〜 2 1 8 , 4 0 0 円 相 当

の 費 ⽤ が 浮 く



農 家 受 け ⼊ れ 後 の ア ン ケ ー ト

【全体的な満⾜度】

4.6/5.0
【農作業内容（量や時間）】

4.3/ 5.0

【農業スキル（スピードや効率）】

4.2/ 5.0
【参加者の真⾯⽬度】

4.8/ 5.0

【コミュニケーション】

4.6/ 5.0

過去に受け⼊れを実施した85回におけるアンケート調査。
それぞれの項⽬の満⾜度を5点満点で評価していただいています。

農作業の効率やスピードにおいて⼀部不満の声はあるものの期待値通りの成果を得られています。

24



参 加 者 に つ い て

学生
33.3%

フリーランス
25%

フリーター
16.7%

サラリーマン
16.7%

その他
8.3%学⽣

春休みや夏休みシーズンは学⽣が多く参加します。
1週間くらいで遠い場所にあえて⾏く⽅も多くいます。

フリーランスフリーランス
年中特に時期問わず参加されます。プライベート空間やWi-Fi環境
を気にしている⽅が多いです。

フリーターフリーター
転職活動中の⽅が参加されています。期間は⻑めで場所も問わず
参加されています。

サラリーマンサラリーマン
�ののの�は副業扱いにならないため、⼟⽇や連休を利⽤されて参
加されている⽅も多くいます。参加期間は短めで近い場所に参加
される⽅が多いです。
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初めての受け⼊れでしたが、とても良い⽅で本当に別れが惜しかった
です。私達の想いに共感してもらい、真⾯⽬に誠実に業務に取り組ん

でもらえて⼤変満⾜しています。
⿅児島県農家さん

農 家 さ ん の 声

SNSが強い⽅や、スキルを持たれている⽅が多く、⼀緒にプロジェク
トをやったり、HPを作ってもらったり、農業ワーケーション後に商品

を購⼊してもらったり、様々な繋がりが全国にできる。
⻑野県農家さん

農家の負担は滞在費とテレワークできる環境のみなので、⼤体
1,000円〜3000円で済むことが多い。普通にパートを雇うより良

い。農家の救世主になるサービスだと思う。
北海道農家さん



閑散期 繁忙期 閑散期

14 お す す め の 受 け ⼊ れ 時 期

パート
労働⽣産性を求めるならば
他社の⼈材仲介がおすすめ

ののの
いないよりはいたほうが良い

という時期におすすめ

ののの
いないよりはいたほうが良い

という時期におすすめ

�ののの�は1⽇3〜4時間のお⼿伝いが基本で都会からの
様々な背景を持つ参加者が参加します。
がっつり繁忙期でフルタイムで働いてほしいならば他社の
サービスの⽅がいいかもしれません。
その代わり�ののの�参加者は他社のサービスよりも移住へ
の関⼼度が⾼く、彼らの持つスキルや想いからその後も続
く関係性がはぐくまれる可能性は⾼いです。
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農 家 と 地 域 の 魅 ⼒ を P R



移 住 者 も で て い ま す



ののの参加後アンケートにおける、移住への関⼼度合いの数値で「直近〜数⼗年後に移住したい」と回答
した⽅は62％以上を占めており、昨年度も実際にUターンとして東京から地元に貢献するために戻られた⽅
もいらっしゃいます。

の の の 参 加 者 の 全 体 の ６ 割 が 1 0 年 以 内 に 移 住 し た い



地 域 や 農 家 へ の メ リ ッ ト

関 係 ⼈ ⼝ 創 出
移 住 ⽀ 援

農家の⼈⼿不⾜解決
空 き 家 活 ⽤

農 の 関 ⼼ 層 の 増 加

経 済 効 果
地 域 の 魅 ⼒ P R



北海道新聞



「 農 」 へ の 仕 切 り を
限 り な く 低 く す る

公式HP

Instagram

× X



農 家 さ ん に と っ て の ⾦ 銭 的 メ リ ッ ト

時給：1,000円〜1200円
交通費：500円
昼ご飯：500円
派遣⼿数料：1,000円〜2000円
合計：6,000円〜7800円/⼈

パ ー ト を ４ 時 間 の 場 合 「 の の の 」 の 場 合
【はなれや空き家を所有していてテレワー
クできる環境もある場合。】
昼ご飯：500円（任意）
利⽤料：550円
合計：０〜1000円

1 週 間 1 ⼈ の 受 け ⼊ れ で 1 0 , 0 0 0 円 〜 5 4 , 6 0 0 円
1 カ ⽉ で 4 0 , 0 0 0 円 〜 2 1 8 , 4 0 0 円 相 当 の 費 ⽤ が 浮 く



オ ン ラ イ ン ⾯ 談 に つ い て ( 希 望 者 の み )

希望者のみとなりますが、オンライン⾯談（30分程度）を設けることにしました。
電話でもZOOMでも可能ですので、開始1〜2週間前の期間で直接お話位いただけますと幸いです。
※希望がない場合は、運営の⽅で参加者との個別⾯談を実施いたします。

オンライン⾯談について

基本的には⽇程確定後、受け⼊れ側も参加者側も⽇程変更やキャンセルはできません。どうしても変更
を希望の場合は参加者に同意の上でしたら可能です。変更する場合はメールにてご相談してください。
また、保険の関係もございますので、変更が決まりましたら運営まで必ずお知らせください。

キャンセルや⽇程変更について

機械や刃物の仕様はできるだけ避けていただき、単純作業（収穫、箱詰め等）を⾏うことをおすすめし
ています。どうしても機械や刃物を使う場合は、当事者間での⾃⼰責任としてご使⽤ください。

刃物を利⽤したお⼿伝いや機械を使う場合
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� の の の � の 税 務 処 理 に つ い て

1⽇3〜4時間のおてつだいに対して、⾦銭的報酬が払われるわけではない、作物のお礼も必須の条件で
はないことから�ののの�で⾏う3〜4時間のおてつだいは労働とはなりません。
ボランティアという枠組みに⼊ります。

1⽇3〜4時間のおてつだいは「労働」には当てはまらない。

受け⼊れホストが参加者の受け⼊れにおいて⽀払った経費（⾷費や送迎⽇、宿泊費等）は受け⼊れホス
トが計上する際、「宣伝・広告費」と仕分けするのが⼀般的です。

税務上の処理について

�ののの�において参加者が宿泊費として受け⼊れホストに⾦銭を払っていないため、受け⼊れホストは
宿泊業や⺠泊業を申請する必要はありません。事業として宿泊として⾦銭を受け取る場合のみこれらの
資格が必要になってきます。

宿泊業の有無について
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